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古
来
よ
り
伝
承
さ
れ
る
修
行
を
実
践

十
月
十
日
(土
)
～
十
一日
(日
)

茅

首

九

回

揺

徒

埠

や

峰

行

合

去
る
十
月
十
日
'
十

一
日
の
二
日
制
に
渡
り
'
第
百
九
回
と
な
る
'
前
屈
山
信
徒
峰
中
修

行

会が
行
わ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
山
鹿
不
軌
院
に
弧
合
し
'
粥
女
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
長
3
]柏
と
蛇
滝
ま
で
回
崎

行
を
行
い
'
沌
行
を
修
し
ま
し
た
｡

沌
行
後
は
山
L
を
目
指
し
:出
立
t
iF
鞘
苑

･
仏
舎
利
塔
前
に
て
粥
女
が
合
流
し
た
後
'
参

恥
所
で
あ
る
i
(
本坊
に
到
,7
､
拭
い
て
J<
本
堂
に
て
下
巻
蛙
､
夕
良
後
に
は
月
給
桝
を
行
い
､

翌
日
に
備
え
て
就
群
さ
れ
ま
し
た
｡

翌
日
に
は
午
前
五
時
半
か
ら
の
早
朝
御
諸
雌
伏
に
参
列
し
た
後
'
山
内
の
誹
竜
を
参
押
さ

れ
ま
し
た
｡

朝
食
の
後
､
牧
石
恋
先
生
に
よ
る
法
話
を
聴
聞
L
t
そ
の
後
先
生
の
指
導
の
F
で
､
高
尾

山
御
本
印

･
飯
縄
大
権
現
様
の
お
姿
を
写
し
と
る
写
仏
を
行
い
ま
し
た
｡

昼
食
の
後
､
山
鹿
ま
で
回
峰
行
を
行
い
'
下
山
の
後
､
柴
短
大
護
摩
供
が
必

修
さ
れ
'
不

軌
院
に
移
軌
し
て
解
散
し
､
参
加
の
皆
様
が
無
塵
成
満
さ
れ
ま
し
た
｡

山暮にて紫紺 供がJieされ 山伏と矧こ書加者一向が祈りをjilJる
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